
出出発発式式ででのの ココママ

水水道道料料金金統統一一 議議案案水道料金統一 議案

決決算算審審査査特特別別委委員員会会 委委員員会会報報告告決算審査特別委員会 委員会報告

ここここがが聞聞ききたたいい 人人のの熱熱弁弁 一一般般質質問問ここが聞きたい 人の熱弁 一般質問

交交通通安安全全 由由々々
ゆゆ ゆゆ

ししきき事事態態 ふふれれああいい交通安全 由々
ゆ ゆ

しき事態 ふれあい
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メメーールルアアドドレレスス ＠＠メールアドレス ＠

月月議議会会号号月議会号



笠笠山山配配水水場場 立立川川地地域域片片倉倉水水源源

平成 年 月 日号 第 号

平成 年 月まで

町民に対する説明

平成 年 月から平成 年 月まで

町民生活への影響を緩和するため
段階的料金を設定

平成 年 月から

統一料金スタート

条例改正
平成 年 月に一町二制度調査特別委員会を設置し、
約 年 ヵ月にわたり調査研究をしました。
特に水道料金については、庄内町水道事業専門委員会
から提出された 水道料金についての検討結果報告書
について町民の理解を得ることができるのか、持続的発
展が可能なのかという視点で精査したところ概ね妥当で
あるとの結論に至りました。
今後は、町民に対し十分な時間をかけ、丁寧かつ解り
やすい説明を行うことと、町民生活への影響を最小限に
止めるよう激変緩和措置期間を設けることが重要である
との意見を付して調査を終了しました。
町からは、この調査報告をうけ水道給水条例の改正が
提案され、全会一致で可決しました。



水道料金表（消費税等相当額を含む） 水道料金表（消費税等相当額を含む）

平成 年からの統一料金

水
道
料
金
県
内

当
り

・

・

現
在

ラ
ン
キ
ン
グ

高
い
順

余目地域 立川地域

成 年からの統一料金

水
道
料
金
県
内

ラ
ン
キ
ン
グ

高
い
順

平成 年からの統一料金

水道料金表（消費税等相当額を含む）

高
い
順

余目地域 水道料金表（消費税等相当額を含む） 立川地域む） 立

笠笠山山配配水水場場笠山配水場 立立川川地地域域片片倉倉水水源源立川地域片倉水源

こんにちは庄内町議会です

メーターの口径別等
ヵ月につき

基本料金
従量料金

（使用水量 立方メートルにつき）

ミリメートル 円 立方メートルまでの分 円

立方メートルを超え 立方メートルまでの分 円

立方メートルを超える分 円ミリメートル 円

メーターの口径別等
ヵ月につき

基本料金
従量料金

（使用水量 立方メートルにつき）

ミリメートル 円 立方メートルまでの分 円

立方メートルを超え 立方メートルまでの分 円

立方メートルを超える分 円ミリメートル 円

メーターの口径別等

ヵ月につき

基本

料金

従量料金

（使用水量 立方メートルにつき）

ミリ

メートル
円

立方メートルまでの分 円

立方メートルを超え 立方メート

ルまでの分 円

立方メートルを超える分 円
ミリメートル 円

メーターの口径別等

ヵ月につき

基本

料金

従量料金

（使用水量 立方メートルにつき）

ミリ

メートル
円

立方メートルまでの分 円

立方メートルを超え 立方メート

ルまでの分 円

立方メートルを超える分 円
ミリメートル 円

順
位

市
町
村
等

家
事
用（

）

水
道
料
金（
円
）

真
室
川
町

金
山
町

大
江
町

遊
佐
町

南
陽
市

新
庄
市

寒
河
江
市

庄
内
町

飯
豊
町

月
山
水
道
企
業
団

（
三
川
）

鶴
岡
市

（
旧
朝
日
村
）

酒
田
市

山
形
市

小
国
町

県
平
均

メーターの口径別等

ヵ月につき

基本

料金

従量料金

（使用水量 立方メートルにつき）

ミリ

メートル

使用水量 立

方メートルまで
円

使用水量 立

方メートルを

超える場合

円
立方メートルまでの分 円

立方メートルを超え 立方

メートルまでの分 円

立方メートルを超える分 円ミリメートル 円

メーターの口径別等

ヵ月につき

基本

料金

従量料金

（使用水量 立方メートルにつき）

ミリ

メートル

使用水量 立

方メートルまで
円

使用水量 立

方メートルを

超える場合

円
立方メートルまでの分 円

立方メートルを超え 立方

メートルまでの分 円

立方メートルを超える分 円ミリメートル 円

％

％

％

％％



月
定例会

補
正
予
算

一
般
会
計

億

千

万

千
円

土
地
開
発
基
金
条
例

廃

止

町
長
は

議
員
か
ら
は

町
長
は

補
正
予
算

月
定例会

町
長
は

議
員
か
ら
は

町
長
は

鉄鉄道道もも冠冠水水鉄道も冠水

埋埋ままっっててししままっったた北北楯楯大大堰堰埋まってしまった北楯大堰

月

・

日
に
発
生

し
た
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ

豪
雨
）
に
よ
る
土
砂
く
ず

れ
等
に
対
応
す
る
た
め
、

専
決
処
分
承
認
を
含
む

年

月

日
に
制
定

し
た

庄
内
町
土
地
開
発

基
金
条
例

の
廃
止
を
、全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

町
長
は

こ
の
条
例
は

所
期
の
設
置
目
的
を
達
成

し
た
の
で
廃
止
し
た
い

と
、
提
案
理
由
を
説
明
。

条
例
廃
止
に
伴
う
一
般

会
計
補
正
予
算
で
の
説
明

で
は
、議
員
か
ら
の

な
ぜ

今
な
の
か

減
債
基
金
へ

廻
す
根
拠
は
何
か

繰
り

上
げ
償
還
に
廻
す
べ
き

な
ど
の
質
問
に
対
し
、

億

千

万

千
円

の
土
地
開
発
基
金
の
全
額

を
減
債
基
金
に
繰
り
入
れ

将
来
に
備
え
た
い
。

年

度
は
響
ホ
ー
ル
建
設
事
業

の
返
済
が
大
き
く
、
厳
し

い
予
算
が
予
想
さ
れ
、
町

益
を
優
先
し
内
部
で
議
論

し
た
結
果
の
判
断
だ
。
理

解
し
て
ほ
し
い

な
ど
と
、

答
弁
し
ま
し
た
。

関
連
の
一
般
会
計
補
正

予
算（
第

号
）は
、
賛
成

多
数（
賛
成

・
反
対

）

で
可
決
し
ま
し
た
。

平成 年 月 日号 第 号

平成 年 月定例会は、 月 日から 日までの 日間で行
われました。平成 年度の決算を認定したほか、集中豪雨によ
る被害への緊急対策を盛り込んだ一般会計補正予算、条例など
を可決し、請願を採択しました。
一般質問では、議員 人が町政全般について、町当局の考え

をただしました。

燃燃料料・・生生産産資資材材等等物物価価高高騰騰をを
打打破破すするる政政策策実実現現にに関関すするる意意見見書書

地地方方財財政政のの充充実実・・強強化化をを求求めめるる意意見見書書

拉拉致致事事件件のの早早期期解解決決ののたためめ北北朝朝鮮鮮にに対対すするる経経済済制制裁裁措措置置のの
一一部部解解除除にに反反対対しし、、拉拉致致被被害害者者のの早早期期救救出出をを求求めめるる意意見見書書 国

の
災

害
認
定
を

量
の
土
砂
が
流
入
す
る
な

ど
、
各
地
で
大
き
な
被
害

と
な
っ
て
い
る
。

農
林
関
係
で
は
、
冠
水

に
よ
る
農
作
物
の
影
響
も

心
配
さ
れ
、
被
害
額
の
見

通
し
も
む
ず
か
し
い
状
況

だ
。
ま
た
、
崩
落
に
よ
る

北
楯
大
堰
、

農
地
等
へ
大

道
路
の
通
行
止
め
、
水
路

の
法
面
崩
壊
も
あ
り
、
県

と
も
協
議
し
、
被
害
状
況

の
把
握
に
努
め
た
い

と
、

説
明
し
ま
し
た
。

受
け
れ
ば
一
定
の
支
援
も

あ
る
が
、
一
ヵ
所

万
円

以
下
の
場
合
は
ど
う
な
る

の
か

個
人
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
策
を
と
れ

件
の
一
般
会
計
補
正
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

な
い
か

復
旧
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か

な
ど
の
質

問
が
だ
さ
れ
、

被
害
状
況

の
把
握
に
は
、
国
の
災
害

認
定
の
関
係
か
ら
時
間
が

か
か
り
、
緊
急
性
を
考
慮

し
た
工
事
を
優
先
し

月

末
ま
で
に
は
終
了
し
た
い
。

被
害
の
状
況
が
一
律
で
は

な
い
た
め
、
基
準
以
下
の

場
合
、
個
人
の
負
担
に
も

な
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
は
公
平
性
を
基
本
に
、

万
全
の
対
策
を
講
じ
、
負

担
軽
減
に
努
め
た
い

な

ど
と
、
答
弁
し
ま
し
た
。

災
害
関
連
予
算
は

億

千

万

千
円
、
一
般

会
計
総
額
で

億

千

万

千
円
と
な
り
ま
し
た
。



生
活
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る

緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書

やりくりが大変（町内スーパー）
ほかにも

を提出しました。

指
定
管
理
者

契

約
（ ヵ所設置します）

契

約

指
定
管
理
者

生
活
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る

緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書

鉄鉄道道もも冠冠水水

埋埋ままっっててししままっったた北北楯楯大大堰堰

こんにちは庄内町議会です

原
油
高
騰
は
、
原
材
料
や
資
材
価
格
、
各
種
食
料
品
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
諸
物
価
高
騰
な
ど
国
民
生
活
や
産

業
・
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

日
本
の
景
気
は
更
に
減
速
し
て
お
り
、
特
に
生
活
困

窮
者
に
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利

が
保
障
さ
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
国
と
地
方
の
格
差
は
拡
大
し
、
地
方
経
済
が

疲
弊
す
る
な
か
、
賃
金
や
可
処
分
所
得
は
年
々
低
下
す

る
な
ど
、
物
価
高
騰
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
は
、
住
民

生
活
を
圧
迫
し
、
地
域
経
済
や
行
政
運
営
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

生
活
や
経
済
の
安
定
確
保
に
向
け
て
、
次
の
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

記

原
油
や
食
料
の
高
騰
に
伴
う
実
質
所
得
低
下
を
緩
和

す
る
た
め
、
所
得
税
減
税
や
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
補

助
金
制
度
の
創
設
、
生
活
基
準
に
対
す
る
物
価
上
昇
分

（

％
程
度
）
の
上
乗
せ
を
行
う
こ
と
。

燃燃料料・・生生産産資資材材等等物物価価高高騰騰をを燃料・生産資材等物価高騰を
打打破破すするる政政策策実実現現にに関関すするる意意見見書書打破する政策実現に関する意見書

地地方方財財政政のの充充実実・・強強化化をを求求めめるる意意見見書書地方財政の充実・強化を求める意見書

拉拉致致事事件件のの早早期期解解決決ののたためめ北北朝朝鮮鮮にに対対すするる経経済済制制裁裁措措置置のの拉致事件の早期解決のため北朝鮮に対する経済制裁措置の
一一部部解解除除にに反反対対しし、、拉拉致致被被害害者者のの早早期期救救出出をを求求めめるる意意見見書書一部解除に反対し、拉致被害者の早期救出を求める意見書

つ
の
施
設
を

指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
し
、

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

八
幡
公
園
及
び
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

指
定
管
理
者

十
和
建
設

庄
内
町
支
店

代
表
取
締
役
支
店
長

松
浦

廣
喜

期
間

年

月

日
か
ら

年

月

日
ま
で

ふ
れ
あ
い
ひ
ま
わ
り
広
場
（
余
目
駅
前
）

指
定
管
理
者

工
藤
建
設

代
表
取
締
役

工
藤

嘉
吉

期
間

年

月

日
か
ら

年

月

日
ま
で

防
災
行
政
無
線

防
災
行
政
無
線
施
設
工
事
（
余
目
地
区
内
）

金
額

千

万

千
円

相
手
方

山
形
ナ
シ
ョ
ナ
ル
電
機
株
式
会
社

工
期

年

月

日
ま
で スクールバス更新

大型バス（余目中用）
金額 万円
相手方 安藤整備工業株式会社
中型バス（立川小用）
金額 万円
相手方 余目町農業協同組合



一
般
会
計

歳

入

歳

出

一
般
会
計

歳

入

歳

出

平成 年 月 日号 第 号

地
方
財
政
の
抑
制
政
策

や
、
地
方
経
済
格
差
な
ど
、

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
が
厳
し
い
状
況

の
な
か
で
、
当
初
計
画
を

上
回
る
財
源
確
保
の
結
果

が
評
価
さ
れ
ま
す
。
会
計

処
理
、
財
産
管
理
、
諸
書

類
に
つ
い
て
も
整
備
さ
れ

て
お
り
、
適
正
な
財
務
事

務
管
理
と
認
め
、
賛
成
多

数
（
反
対

）
で
認
定
し

ま
し
た
。

義
務
的
経
費
の
扶
助
費

が
増
加
、
物
件
費
、
繰
出

金
は
同
水
準
、
投
資
的
経

費
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は

・

％
で
硬
直
化
し
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
と
は
？

地
方
公
共
団
体
の
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
測
る
比

率
で
、
町
村
に
あ
た
っ
て

は

％
、
都
市
に
あ
た
っ

て
は

％
程
度
に
お
さ
ま

る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

町
税
、
普
通
交
付
税
の

増
加
は
、
自
主
財
源
の
強

化
、
一
般
財
源
の
確
保
に

結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、

高
く
評
価
す
る
と
と
も
に

努
力
を
期
待
し
ま
す
。



特
別
会
計

老
人
保
健

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

簡
易
水
道

農
業
集
落
排
水

下
水
道

風
力
発
電

企
業
会
計

水
道
事
業

ガ
ス
事
業

平成 年度決算に基づく財政健全化法による指標

健全化判断比率

資金不足比率

真剣に書類審査

特
別
会
計

老
人
保
健

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

簡
易
水
道

農
業
集
落
排
水

下
水
道

風
力
発
電

企
業
会
計

水
道
事
業

ガ
ス
事
業

こんにちは庄内町議会です

区 分 平成 年度
基準値

備 考
早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 （％） （％） （％） 実質赤字なし
連 結 実 質 赤 字 比 率 （％） （％） （％） 連結実質赤字なし
実 質 公 債 費 比 率 （％） （％） （％）
将 来 負 担 比 率 （％） （％）

区 分 平成 年度
基準値

備 考
早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 （％） （％） （％） 実質赤字なし
連 結 実 質 赤 字 比 率 （％） （％） （％） 連結実質赤字なし
実 質 公 債 費 比 率 （％） （％） （％）
将 来 負 担 比 率 （％） （％）

歳
入
の
決
算
額
は
調
定

額

億

千

万
に
対
し

収
入
済
額
は
同
額
で
、
前

年
比

千

万
円
減
少
し
、

歳
出
は
支
出
済
額

億

千

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
他

特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
は
、
老
人
保
健

特
別
会
計
を
除
く

特
別

会
計
は
そ
れ
ぞ
れ
黒
字
決

算
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

内
容
も
目
的
別
に
適
切
で

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
収
入
未
済

額
に
つ
い
て
は
、
早
期
解

消
が
望
ま
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
当
年
度
の
収
入

済
額
は

億

万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ

千

万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
保
険
給
付
費
に

つ
い
て
は
、前
年
比

千

万
円
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保

険
給
付
費

億

千

万

円
、
地
域
支
援
事
業
費

千

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

建
設
改
良
費

万
円
、
総

務
費

万
円
、
公
債
費

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

総
務
管
理
費

千

万
円
、

事
業
費
は

千

万
円
で
、

千

万
円
の
増
に
な
り

ま
し
た
。

損
益
計
算
書
で
は
、
収

入

億

千

万
円
、
支

出
が

億

千

万
円
と

な
り
、

千

万
円
の
当

年
度
純
利
益
と
な
り
、
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。

損
益
計
算
書
で
は
、
収

入

億

千

万
円
、
支

出

億

千

万
円
と
な

り
、

千

万
円
の
当
年

度
純
損
失
と
な
り
昨
年
に

続
き
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

総
務
管
理
費

億

千

万
円
、
下
水
道
事
業
費
は

億

千

万
円
で

・

％
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
の
予
算
現
額

千

万
円
に
対
し
、
支
出
済

額
は

千

万
円
に
な
り
、

千

万
円
減
少
し
ま
し
た
。

平成 年 月に公布された 地方公共団体の財政の健全化に関する法律 に基づき、健全化判断比率
及び公営企業における資金不足比率を算定し、議会に報告のうえ公表することが義務付けられました。
庄内町は、全ての比率が基準以下で適正なものとなっています。

区 分 平成 年度 経営健全化基準 備 考
公 営 企 業 に お け る 資 金 不 足 比 率 （％） （％） 資金不足なし

区 分 平成 年度 経営健全化基準 備 考
公 営 企 業 に お け る 資 金 不 足 比 率 （％） （％） 資金不足なし

水道、ガス、簡易水道、農業集落排水、下水道、風力発電の各事業について、資金不足額がないので
資金不足比率は算出されません。



委
員
長

小

野

一

晴
委
員

池
田

勝
彦

委
員

投
票
率
向
上ど

う
み
る

選管長

問

町長 斎
藤

健
一

委
員

地
域
高
規
格

問

道
路
の
促
進
を

佐
藤

彰

委
員

町
道
草
刈
の

問

調
整
を

町長

村
上

順
一

委
員

水
害
予
防
組
合
へ

問

支
援
を

町長

財
政
負
担
を

問

軽
減
せ
よ

町長

除草作業は安全第一

投
票
率
向
上ど

う
み
る

選管長

問

町長 地
域
高
規
格

道
路
の
促
進
を

問

町
道
草
刈
の

調
整
を

問町長

水
害
予
防
組
合
へ

支
援
を

問町長

財
政
負
担
を軽

減
せ
よ

問町長

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平成 年 月 日号 第 号

平成 年度の一般会計決算と つの特別会
計決算を審議する決算審査特別委員会は、委
員長に小野一晴、副委員長に石川保の両委員
を選任し、 日間の日程で開かれました。
名の真剣な質疑が行われ、原案通り可決

致しました。

昨
年
、
県
議
、

参
院
選
挙
が
あ
っ

が
高
い
と
思
う
。
近
隣
市

町
の
投
票
所
の
見
直
し
状

況
は
酒
田
市
が
合
併
と
同

時
に
行
っ
た
。

三
川
町
、
遊
佐
町
で
も

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

当
選
管
で
も
話
題
に
は

な
っ
て
い
る
が
、
正
式
な

議
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

た
。
本
町
の

投
票
所
の

投
票
率
が
有
権
者
の
多
い

所
ほ
ど
低
い
。
こ
の
状
況

を
見
て
投
票
率
向
上
に
向

け
て
投
票
所
の
見
直
し
を

検
討
さ
れ
た
い
。

期
日
前
投
票
の

多
い
所
は
投
票
率

新
庄
酒
田
地
域

高
規
格
道
路
の
廻

館

酒
田
間
は
平
成

年

開
通
の
予
定
で
あ
る
が
、

戸
沢

立
川
間
は
調
査
区

間
、
立
川

廻
館
間
は
ま

だ
計
画
区
間
で
あ
り
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。

関
係
す
る
庄
内
町
が
中

心
と
な
り
積
極
的
な
要
請

活
動
が
必
要
で
な
い
か
。

が
中
心
と
な
り
、
機
会
あ

る
た
び
国
の
方
に
要
請
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
海
沿
岸
高
速
道
路

の
進
渉
と
の
関
連
も
あ
る

よ
う
で
あ
り
、
進
展
す
る

よ
う
引
き
続
き
要
請
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

現
在
庄
内
、
最

上
地
方
の
関
係
者

町
道
及
び
町
が

管
理
す
る
道
路
の

雑
草
刈
に
つ
い
て
、
時
期

・
回
数
を
決
め
て
委
託
し

て
い
る
の
か
。

農
地
・
水
・
環
境
で

ブ
ー
ム
モ
ア
を
導
入
し
て

い
る
集
落
が
多
く
あ
る
。

斜
面
が
目
視
で
き
な
い
た

め
、
町
管
理
の
道
路
側
の

草
刈
も
行
っ
て
い
る
。
調

整
が
必
要
で
は
な
い
か
。

日
よ
り

月

日
ま
で

の
契
約
で
委
託
し
て
い
る
。

管
理
委
託
地
で
の
草
刈

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
委
託

団
体
、
及
び
委
託
者
と
の

話
し
合
い
に
よ
り
調
整
し

た
い
。

機
械
刈

回
、

手
刈

回
、

月

京
田
川
の
除
草

管
理
を
目
的
に
組

織
し
て
い
る
京
田
川
水
害

予
防
組
合
に
対
す
る
支
援

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

の
支
援
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。

県
に
要
望
を
し

て
い
る
。
町
独
自

町
債
で
金
利

％
以
上
の
高
利
率

で
借
り
入
れ
を
し
て
い
る

事
業
が
数
多
く
あ
る
。

年
か
ら

年
度
の

年
間

に
限
っ
た
特
例
措
置
で
公

的
融
資
繰
り
上
げ
返
済
、

借
り
換
え
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
、
計
画
は
あ
る
の

か
。

的
融
資
に
つ
い
て
は
解
消

に
な
る
。

年
度
で
特
別

会
計
も
含
め
た
公



奥
山

篤
弘

委
員

育
英
資
金

問町長

小
松

貞
逞

委
員

カ
ー
ト
の
グ
ッ
ズ

問町長

花
壇
に
宿
根
草
を

問町長

工
藤

範
子

委
員

却
下
な
ぜ
多
い

問町長

斎
藤

君
夫

委
員

災
害
出
動
時
は

問町長

水
辺
に
優
し
い

問町長

返
還
状
況
は

売
れ
て
る
の
か

不
用
額
な
ぜ
多
い

問

町長

万
全
か

小
出
沼
対
策
は 身を守る防火衣は必需品

きれいに咲いてね（桑田地内）

育
英
資
金返

還
状
況
は

問町長

カ
ー
ト
の
グ
ッ
ズ

売
れ
て
る
の
か

問町長

花
壇
に
宿
根
草
を

問町長

却
下
な
ぜ
多
い

問町長

災
害
出
動
時
は万

全
か

問町長

水
辺
に
優
し
い

小
出
沼
対
策
は

問町長

不
用
額
な
ぜ
多
い

問

町長

総
額

億

千
万
円
正
し
く
使
わ
れ
た
か

総
額

億

千
万
円
正
し
く
使
わ
れ
た
か

こんにちは庄内町議会です

育
英
資
金
貸
付

事
業
は
向
学
心
に

燃
え
る
若
者
を
経
済
的
に

支
援
す
る
も
の
で
、
多
く

の
若
者
が
恩
恵
を
受
け
て

い
る
。

貸
付
条
件
と
し
て
、
品

行
方
正
で
学
業
成
績
優
良

な
る
者
、
学
校
長
の
推
薦

す
る
者
、
保
証
人

名
な

ど
で
あ
る
。
な
の
に
返
還

未
済

万
円
余
も
あ
る
。

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

気
な
ど
が
原
因
で
あ
る
。

少
額
ず
つ
返
済
も
お
願
い

し
て
い
る
。
長
く
滞
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
保
証
人
か

ら
の
返
済
も
考
え
て
い
く
。

未
返
還
者
は

名
で
、
失
業
や
病

平
成

年
度
の

物
品
売
払
収
入
が

千
円
し
か
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
製
作
費
用
等
考

え
た
時
、
採
算
が
合
わ
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
中

止
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

た
い
。

在
庫
が
あ
り
、

そ
の
分
は
販
売
し

町
内
会
で
取
り

組
ん
で
い
る
花
植
、

そ
の
後
の
管
理
な
ど
に
大

変
な
労
力
が
必
要
で
あ
る
。

宿
根
草
に
変
え
れ
ば
、

毎
年
の
花
植
は
必
要
な
く

万
円
も
か
か
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

今
後
苗
を
育
て

て
い
る
人
た
ち
と

生
活
困
窮
世
帯

灯
油
代
等
助
成
事

業
に
申
請
者

人
、
支
給

人
、
却
下

人
と
な
っ

て
い
る
。
却
下
さ
れ
た
数

が
多
い
が
な
ぜ
か
。
ま
た
、

今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は

ど
う
か
。

調
査
し
、
そ
の
な
か
の
数

字
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
は
国
の
動

向
を
見
て
判
断
し
た
い
。

申
請
に
基
づ
い

て
非
課
税
世
帯
を

立
川
地
域
の
部

長
以
上
幹
部
に
念

願
の
消
防
団
防
火
衣
が

着
配
置
さ
れ
た
が
、
危
険

な
現
場
出
動
す
る
団
員
に

対
す
る
配
置
の
考
え
は
。

身
の
安
全
に
努
め
る
。

年
次
計
画
の
下
、

配
置
し
、
団
員
の

小
出
沼
汚
泥
堆

積
調
査
後
の
対
応

策
と
対
岸
の
侵
食
が
年
々

進
ん
で
い
る
が
現
状
を
ど

の
様
に
把
握
を
し
て
い
る

の
か
。

行
っ
て
い
く
。

上
沼
の
侵
食
は

カ
所
と
確
認
し
て
い
る
が
、

緊
急
性
は
な
い
も
の
と
見

て
い
る
。

汚
泥
排
除
を
調

査
結
果
に
基
づ
き

介
護
保
険
事
業

で
色
々
な
事
業
に

予
算
が
付
い
て
い
る
が
、

使
わ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

見
積
も
り
が
甘

か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。

協
議
し
検
討
し
た
い
。



町長 入
園
申
込
み
の

問

富
樫

透

委
員

財
政
指
標

問町長

小
林

清
悟

委
員

財
政
硬
直
化
へ
の

問町長

町長

企画内容の検討を（歴史民族資料館）

石
川

武
利

委
員

障
害
者
支
援
の

問

今
後
は

町長

対
応
は

資
料
検
討
せ
よ

事
務
事
業
評
価

見
直
し
せ
よ

問

町長

対
応
は

歴
史
民
俗
資
料
館

問

を
ど
う
生
か
す

町長

石
川

保

委
員

税
の
収
納
、

問

対
応
は
い
か
に

虫歯にならないように

町長 入
園
申
込
み
の対

応
は

問

財
政
指
標

資
料
検
討
せ
よ

問町長

財
政
硬
直
化
へ
の

対
応
は

問町長

町長

障
害
者
支
援
の今

後
は

問町長

事
務
事
業
評
価

見
直
し
せ
よ

問

町長

歴
史
民
俗
資
料
館

を
ど
う
生
か
す

問町長

税
の
収
納
、

対
応
は
い
か
に

問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平成 年 月 日号 第 号

よ
う
に
要
望
し
た
い
。

年
度
も
ひ
き

続
き
継
続
で
き
る

委
託
保
育
は
、

人
中

人
が

民
間
保
育
園
す
く
す
く

と
な
っ
て
い
る
。
収
容
能

力
を
満
た
し
て
い
る
と
聞

く
。
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
に
ど
う
対
処

し
て
い
る
の
か
。

の
施
設
へ
の
紹
介
を
行
っ

て
い
る
。

そ
の
場
で
断
る

の
で
は
な
く
、
他

財
政
健
全
化
計

画
の
施
行
に
伴
い
、

指
標
の
明
示
が
今
決
算
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
た
。
指

数
や
類
似
団
体
の
比
較
な

ど
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

分
析
指
標
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

う
な
資
料
の
検
討
を
、
来

年
度
に
む
け
実
施
し
た
い
。

財
政
状
況
が
理

解
さ
れ
や
す
い
よ

財
政
の
弾
力
性

を
測
定
す
る
経
常

収
支
比
率
の
数
値
が
年
々

悪
化
し
、
町
財
政
の
硬
直

化
が
う
か
が
え
る
が
、
総

括
は
い
か
に
。

費
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
。

対
前
年
で
、
扶

助
費
や
維
持
補
修

法
の
改
正
に
よ

り
、
税
源
移
譲
、

定
率
減
税
の
廃
止
等
が
実

施
さ
れ
、
個
人
町
民
税
が

大
幅
な
伸
び
と
な
っ
た
。

負
担
増
を
感
じ
て
い
る

町
民
は
多
い
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
、
伺
い
た
い
。

な
が
る
こ
と
か
ら
、
個
別

の
対
応
に
つ
い
て
も
疑
問

解
消
を
第
一
に
、
て
い
ね

い
に
対
応
し
た
。

今
後
も
、
税
の
使
い
方

な
ど
町
の
施
策
の
説
明
を

徹
底
し
、
収
納
率
の
向
上

な
ど

公
平

公
正

を
旨

に
、
厳
正
に
対
応
し
た
い
。

納
税
へ
の
不
満

は
収
入
未
済
へ
つ

障
害
福
祉
に
つ

い
て
は
障
害
者
自

立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り

施
設
の
減
収
分
の

割
を

補
て
ん
す
る
支
援
策
が
あ

る
と
伺
っ
て
い
る
。

年

度
以
降
継
続
さ
れ
る
か
ど

う
か
を
伺
い
た
い
。

事
務
事
業
評
価

は
、
今
回
よ
り
外

部
審
査
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
改
善
事
業
は

少
な
く
、
評
価
が
次
年
度

に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
が

評
価
は
ど
う
か
。

価
に
し
た
い
。

結
果
が
活
か
さ

れ
る
事
務
事
業
評

歴
史
民
俗
資
料

館
は
、
入
館
者
が

年
々
減
少
し
て
い
る
。
資

料
館
専
門
員
の
勤
務
日
数

を
増
や
し
て
体
制
の
強
化

を
図
っ
た
が
、
効
果
が
見

ら
れ
な
い
。総
括
は
い
か
に
。

今
後
、
年

回
の
開
催
も

検
討
し
た
い
。

現
在
、
企
画
展

が
年

回
で
あ
る
。

人
件
費
、
公
債
費
の
占
め

る
割
合
が
高
く
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
。



日
下
部
忠
明

委
員

お
い
し
い

問町長

日
下
部
勇
一

委
員

未
登
記
の
進
展
は

問町長

法
改
正
に

問町長

大
滝

力

委
員

温
泉
利
用
事
業
の

問町長

石
川
惠
美
子

委
員

自
主
的
活
動
に

問町長

文
化
の
伝
承

問町長

後藤副知事（当時）もパネラーで

どれがおいしい？（米コンテスト）

米
づ
く
り
と
は

対
処
の
不
備
は

総
括
は

支
援
を

ど
う
考
え
る

お
い
し
い

米
づ
く
り
と
は

問町長

未
登
記
の
進
展
は

問町長

法
改
正
に

対
処
の
不
備
は

問町長

温
泉
利
用
事
業
の

総
括
は

問町長

自
主
的
活
動
に支

援
を

問町長

文
化
の
伝
承

ど
う
考
え
る

問町長

総
額

億

千
万
円
正
し
く
使
わ
れ
た
か

総
額

億

千
万
円
正
し
く
使
わ
れ
た
か

こんにちは庄内町議会です

あ
な
た
が
選

ぶ
日
本
一
お
い
し

い
米
コ
ン
テ
ス
ト

が
行

わ
れ
た
。
審
査
員
が

名

な
の
に
、
審
査
用
紙

枚

し
か
な
い
。

入
賞
し
た
米
の
品
種
は
、

い
の
ち
の
壱
・
ミ
ル
キ
ー

ク
ィ
ー
ン
・
お
ぼ
ろ
づ
き

等
で
あ
る
。
農
協
指
導
に

は
な
い
高
価
な
土
作
り
資

材
、
肥
料
や
、
木
酢
、
糖

み
つ
等
を
使
用
し
て
い
る

の
も
あ
る
。
一
般
農
家
に

は
馴
染
み
が
薄
い
。

ど
の
よ
う
に
総
括
し
て

い
る
の
か
。

は
多
い
。
出
品
米
は
、
品

評
会
用
の
も
の
と
は
思
っ

て
い
な
い
。

人
の
審
査
員

に

種
類
の
試
食

登
記
事
務
委
託

料
は

万
円
決
算

書
に
あ
る
。
以
前
に
未
登

記
問
題
を
質
問
し
た
時
、

千

万
円
と
試
算
し
て

る
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な

い
部
分
も
あ
る
と
答
弁
し

て
い
る
。
残
り
は
何
件
か

伺
い
た
い
。

件
で
あ
る
。 年

度
は

件

完
了
し
、
残
り
は

地
方
教
育
行
政

の
運
営
に
関
す
る

法
律
が

年

月
改
正
さ

れ
、
教
育
委
員
会
が
報
告

書
を
作
成
し
、
点
検
評
価

を
議
会
に
提
出
し
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

だ
が
、
ど
う
か
。

検
討
し
た
が

月
議
会
に
提
出
で

高
齢
者
が
温
泉

お
よ
び
温
水
プ
ー

ル
等
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
健
康
の
増
進
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
も

目
的
と
し
て
、

才
を
超

え
る
方
々
に
一
人
当
り

枚
の
温
泉
無
料
券
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。

平
成

年
度
の
利
用
率

は

・

％
と
低
い
利
用

状
況
で
あ
る
が
、
ど
う
総

括
さ
れ
た
の
か
。

で
き
る
施
設
と
し
て
松
山

温
泉
観
音
湯
、
長
沼
温
泉

ぽ
っ
ぽ
の
湯
も
利
用
可
能

に
し
た
結
果
、
利
用
す
る

方
々
が
増
え
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

今
年
の

月
よ

り
町
外
で
の
利
用

庄
内
町
女
性
の

集
い
の
開
催
は
、

町
内
女
性
が
自
主
的
に
町

民
を
ま
き
込
ん
で
の
活
動

と
し
て
評
価
し
た
い
。
こ

れ
か
ら
も
継
続
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
活
動
出
来

年
度
は
町
と

し
て
、
収
穫
感
謝

祭
、
除
雪
の
祈
願
も
行
わ

れ
て
い
な
い
。

日
本
の
文
化
の
伝
承
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
の
か
。

個
人
と
し
て
は
日
々
そ
の

心
で
生
活
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
行

っ
て
い
な
い
が
、

き
な
か
っ
た
。
次
の
議
会

に
提
出
す
る
。
お
詫
び
申

し
上
げ
た
い
。



町長

各
方
面
の
動
向
を
み
て

原
油
高
騰
対
策
は
ど
う
す
る

斎藤 君夫 議員

町長

町長 優先度は高い

妊婦無料健診を増やせ

工藤 範子 議員

町長

高くなってゴメンネ

安心して産めるように

町長

各
方
面
の
動
向
を
み
て

町長 優先度は高い

町長

町長

妊婦無料健診を増やせ

町長

町長

原
油
高
騰
対
策
は
ど
う
す
る

原
油
価
格
の
急
激
な
高

騰
は
、
日
常
生
活
を
直
撃

し
、
家
計
費
の
節
減
は
限

界
を
超
え
自
助
努
力
で
は

解
決
で
き
な
い
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
。

暖
房
用
灯
油
に
対
す
る

福
祉
灯
油
の
取
り
組
み
。

ま
た
、
農
業
用
生
産
資

材
の
価
格
高
騰
は
作
物
の

栽
培
そ
の
も
の
が
困
難
に

な
り
、
先
行
き
が
見
え
な

い
大
き
な
打
撃
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
非
常
事
態
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
民
が
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
独
自
の
安
定
対

策
を
早
急
に
講
ず
る
考
え

は
な
い
の
か
。

捉
え
て
い
る
。
ま
ず
は
国

の
総
合
経
済
対
策
や
来
年

度
予
算
に
向
け
て
の
概
算

要
求
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
福
祉
灯
油
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現

在
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

国
・
県
・
周
辺
自
治
体
、

あ
る
い
は
灯
油
の
価
格
動

向
等
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

県
内
で
、
妊
婦
無
料
健

診
を

回
ま
で
や
っ
て
い

る
自
治
体
は
庄
内
町
だ
け

で
あ
る
。

回
ま
で
の
自

治
体
は
、
東
根
市
な
ど

自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

厚
労
省
の
通
知
で
は
、

回
程
度
の
助
成
が
望

ま
し
い
が
、
最
低

回
は

必
要

と
、
さ
れ
て
い
る
。

妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
安

心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

妊
婦
無
料
健
診
制
度
は
、

少
子
化
対
策
と
し
て
極
め

て
大
切
と
考
え
る
。

こ
の
際
、

回
増
や
し

て
、
厚
労
省
通
達
で
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る

回

を
、
す
べ
て
実
施
し
て
は

い
か
が
か
。

を
図
る
と
い
う
こ
と

で
、
歯
科
検
診
も

回
増
や
し
て
、
全
体

で

回
の
公
費
負
担

が
望
ま
し
い
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
財

政
的
な
バ
ラ
ン
ス
で

最
終
的
に
財
政
の
な

か
で
何
を
優
先
さ
せ

る
か
と
い
う
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

平成 年 月 日号 第 号

原
油
の
高
騰
の

み
な
ら
ず
農
業
面

で
は
肥
料
、
配
合
飼
料
、

生
産
資
材
、
あ
る
い
は
経

営
も
含
め
多
方
面
に
わ
た

り
影
響
を
与
え
て
い
る
と

子
育
て
へ
の
財
政
支
援

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で

転
入
者
が
増
え
、
人
口
増

対
策
や
定
住
化
対
策
が
目

に
見
え
る
も
の
と
し
て
浸

透
し
始
め
れ
ば
、
優
先
度

は
高
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
少
し
時
間
を
お
貸
し

い
た
だ
き
た
い
。 妊

婦
の
方

の
負
担
軽
減



教育長 関わりを仕掛けていきたい

小中一貫教育の推進を

村上 順一 議員

教育長

町長

再
徹
底
を
図
り
た
い

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
せ
よ

小林 清悟 議員

町長

隣接のメリットを活して

分別収集先進地（余目地域）

教育長 関わりを仕掛けていきたい

町長

再
徹
底
を
図
り
た
い

小中一貫教育の推進を

教育長

教育長

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
せ
よ

町長

町長

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的

生
活
習
慣
の
育
成
や
学
習

意
欲
の
向
上
な
ど
を
図
る

た
め
に
は
、
小
中

年
間

を
見
通
し
た
、
小
学
校
と

中
学
校
が
共
同
し
て
取
り

組
む
一
貫
し
た
教
育
の
推

進
が
必
要
不
可
決
と
な
っ

て
い
る
。

来
年
度
か
ら
立
川
地
区

は
小
学
校
統
合
に
よ
り
小

中
一
校
ず
つ
の
体
制
に
な

る
。
教
職
員
に
よ
る
共
同

指
導
体
制
・
授
業
乗
り
入

れ
に
よ
る
教
育
の
充
実
、

学
校
施
設
の
共
有
に
よ
る

一
体
型
校
舎
と
し
て
の
活

用
が
可
能
に
な
る
。

一
歩
進
ん
だ
一
貫
教
育

の
推
進
を
図
る
べ
き
と
思

今
も
、
小
学

校
と
中
学
校
の

今
年

月
策
定
の

ご
み
処
理
基
本
計
画

に
、
ご
み
の
有
料
化

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

有
料
化
に
よ
っ
て
ご

み
の
排
出
量
を
抑
制

す
る
よ
り
も
、
ご
み

の
減
量
化
と
し
て
は
、

分
別
収
集
の
徹
底
を

図
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

家
庭
か
ら
出
す
ご
み

を
細
か
く
分
別
し
、

そ
の
分
別
さ
れ
た
ご

み
の
回
収
・
再
利

用
・
再
資
源
化
の
仕

こんにちは庄内町議会です

敷
地
が
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
の
、
あ
ま
り
行

き
来
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
仕
掛
け

と
し
て
、
子
供
た
ち
の

行
事
に
つ
い
て
何
か
中

学
校
の
行
事
を
小
学
生

が
見
ら
れ
る
と
か
、
あ

る
い
は
、
中
学
校
の
生

徒
が
小
学
校
と
関
わ
れ

る
と
か
、
何
か
仕
掛
け

が
で
き
な
い
か
試
み
て

み
た
い
。

ま
た
、
小
学
校
で
育
て

た
子
供
が
中
学
校
で
ど
う

成
長
し
た
か
を
含
め
、
よ

り
良
い
関
係
、
密
な
関
係

の
構
築
に
つ
い
て
先
生
方

と
力
を
合
わ
せ
て
考
え
て

い
き
た
い
。

ご
み
の
分
別
収

集
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
も
古
紙
類
の
集
団

回
収
、
拠
点
回
収
並
び
に

生
ご
み
回
収
を
行
っ
て
お

り
、
基
本
的
に
は
再
徹
底

と
こ
れ
ま
で
以
上
に
資
源

の
再
利
用
を
図
る
た
め
の

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
一
人
ひ
と
り

の
毎
日
の
取
り
組
み
の
積

う
が
、
い
か
が
か
。

組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
昨
年

月
策
定
の
ご
み
の
分
別

収
集
の
第

期
計
画
に
も

う
た
わ
れ
て
い
る
。

町
の
動
き
が
見
え
て
こ
な

い
が
、
い
か
に
。

み
重
ね
が
一
番
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
に
徹
底
し
て
い
き

た
い
。

な
お
、
酒
田
地
区

広
域
行
政
組
合
へ
の

ご
み
の
搬
入
量
は
減

っ
て
い
る
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
分
の
搬

入
量
は
逆
に
増
え
て

い
る
と
い
う
状
況
に

あ
る
の
で
、
今
後
徹

底
を
図
っ
て
い
き
た

い
。



教育長

具
体
的
施
策
を
着
々
と

教
育
の
課
題
と
対
応
は

吉宮 茂 議員

教育長

山形県スポーツ

石川 武利 議員

町長

これ借してぇ （余目中）

将来の夢はプロ野球選手？

町長 門戸を開いておきたい
タレント発掘事業について

教育長

具
体
的
施
策
を
着
々
と

町長 門戸を開いておきたい

教
育
の
課
題
と
対
応
は

教育長

教育長

山形県スポーツ
タレント発掘事業について

町長

町長

平成 年 月 日号 第 号

教
育
の
課
題
と
し
て
、

立
川
地
区
の
小
学
校
統
合
、

地
震
防
災
対
策
に
基
づ
く

小
学
校
施
設
の
耐
震
化
、

先
に
答
申
さ
れ
た
、
学
校

給
食
共
同
調
理
場
の
建
設

等
山
積
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
ど
う
具
現

化
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
国
は
学
校
図
書

館
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
地
方
交
付
税
措
置

を
し
て
い
る
が
、
全
国
的

に
見
る
と

年
度
時
点
で

図
書
標
準

を
達
成
し

た
小
学
校

パ
ー
セ
ン
ト
、

中
学
校
は

パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
町
の
実

態
は
ど
う
か
。

喫
緊
の
課
題
で

あ
る

年

月
の

全
国
的
に
も
、
町
に
お

い
て
も
、
子
供
達
の
体
力

低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
県
教
育
庁

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
で
は

山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ

ン
ト
発
掘
事
業

と
称
し
、

年
度
発
足
に
向
け
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

将
来
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を

輩
出
す
る
と
あ
り
、
魅
力

の
あ
る
事
業
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
る
。
次
の

点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

こ
の
事
業
の
主
旨
、
ね

ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

先
に
行
っ
て
い
る
他
県

の
現
状
に
つ
い
て
。

こ
の
事
業
に
対
す
る
町

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

国
際
大
会
や
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
で
の
大

会
で
活
躍
で
き
る
高

い
競
技
力
を
有
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
を
育

成
す
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

ま
た
、
他
県
の
状

況
に
つ
い
て
は
、

年
に
福
岡
県
、

年

に
北
海
道
、

年
に

和
歌
山
県
・
岡
山
県
、

年
に
岩
手
県
、

年
以
降
に
山
形
県
・

立
川
小
学
校
誕
生
に
向
け

て
は
、
統
合
準
備
委
員
会

で
検
討
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、

月
早
々
に
地

区
の
説
明
会
に
入
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

子
供
達
に
と
っ
て
安
全
で

安
心
し
て
学
び
、
生
活
で

き
る
学
校
づ
く
り
を
基
本

と
し
、
学
校
施
設
の
安
全

確
保
に
向
け
て
施
策
を
講

じ
て
い
る
。

平
成

年
度
の
図
書
の

充
足
率
に
よ
れ
ば
、
平
均

で
小
学
校
で

・

％
、

中
学
校
で

・

％
と
な

っ
て
お
り
、
小
学
校
に
お

い
て
は
標
準
的
な
基
準
を

達
成
し
て
い
る
。

長
野
県
・
石
川
県
・
静
岡

県
・
山
口
県
と
い
う
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
本
町
の

受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て

は
、
門
戸
は
閉
じ
な
い
で
、

可
能
性
の
あ
る
子
ど
も
に

つ
い
て
は
そ
う
し
た
道
も

開
い
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

事
業
の
趣

旨
と
し
て
は
、

教
育
委
員
会
の
考

え
に
つ
い
て
。



町長 来年度に向け検討したい

不妊治療に助成を

佐藤 彰 議員

町長

町長

住
民
負
担
が
軽
減
す
る
や
り
か
た
で

ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
事
業
費
を
示
せ

小野 一晴 議員

町長

授かりますように

もうじき屋内施設に変身？

町長 来年度に向け検討したい

町長

住
民
負
担
が
軽
減
す
る
や
り
か
た
で

不妊治療に助成を

町長

町長

ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
事
業
費
を
示
せ

町長

町長

こんにちは庄内町議会です

月
議
会
で
、
不
妊
治

療
へ
の
助
成
も
子
育
て
支

援
の
中
に
入
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

人
に

人
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
周
囲
に
は
も

っ
と
悩
ん
で
い
る
人
が
い

る
と
思
わ
れ
る
。

県
で
助
成
を
し
て
い
る

健
康
保
険
適
用
外
の
不
妊

治
療
（
体
外
受
精
及
び
顕

微
鏡
受
精
）
に
上
乗
せ
し

て
助
成
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
一
般
不
妊
治
療

に
も
限
度
を
定
め
て
助
成

し
て
い
る
町
も
あ
る
。
悩

ん
で
い
る
人
に
多
少
な
り

と
も
安
心
感
を
与
え
る
べ

き
で
あ
り
、
来
年
度
に
向

け
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

県
が
実
施

し
て
い
る
特

八
幡
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

設
計
コ
ン
ペ
（
競
技
）
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
事
業
の
全
体
像
と
事

業
費
が
い
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。

構
想
や
設
計
が
既
成
事

実
化
し
、
身
の
丈
以
上
に

肥
大
化
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
事
業
費
を
示
す
べ

き
で
あ
る
。

今
後
、
小
中
学
校
の
耐

震
補
強
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
増
改
築
と
い
う
大
型

事
業
が
予
想
さ
れ
る
。

八
幡
ス
ポ
ー
ツ
公
園
事

業
と
他
の
大
型
事
業
と
の

財
政
的
バ
ラ
ン
ス
を
、
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

定
不
妊
治
療
に
対
す

る
助
成
に
上
乗
せ
を

し
て
い
る
自
治
体
は

山
形
市
、
寒
河
江
市
、

金
山
町
の

自
治
体

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
不
妊

治
療
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
る
自
治

体
は
、
西
川
町
と
飯

豊
町

自
治
体
と
な

っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
と
い
う
も

の
と
、
そ
の
以
前
の
問
題

と
し
て
の
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
も
間
違
い

な
く
こ
の
施
策
を
強
化
し

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
不

妊
治
療
に
は
高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

も
含
め
、
来
年
度
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

財
政
全
般
に
わ

た
り
把
握
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
国
か
ら
の
支
援

策
は
合
併
後

年
間
と
な

っ
て
お
り
、
合
併
特
例
債

等
の
活
用
チ
ャ
ン
ス
は

年
間
に
限
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
も
肝
に
銘
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。

そ
の
な
か
で
基
金
や
国

の
支
援
策
な
ど
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

財
政
的
に
住
民
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
な
や
り
方

を
色
々
な
角
度
か
ら
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
。

耐
震
化
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
教
育

施
設
整
備
基
金
を
元
手
に

し
、
国
か
ら
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
。



教育長

制
定
に
向
け
進
め
た
い

子
供
像
の
制
定
急
げ

石川恵美子 議員

教育長

町長 協会に伝えたい

種子の提供価格公開急げ

石川 保 議員

町長

種子の提供価格は知らないなぁ・・・

この看板早く新しくしたら

教育長

制
定
に
向
け
進
め
た
い

町長 協会に伝えたい

子
供
像
の
制
定
急
げ

教育長

教育長

種子の提供価格公開急げ

町長

町長

平成 年 月 日号 第 号

町
民
憲
章
も
制
定
さ
れ

町
の
花
、
町
の
木
、
町
の

鳥
も
制
定
さ
れ
た
。

合
併
し
て

年
が
経
過

し
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
制
度
の

違
い
も
よ
う
や
く
解
消
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
町
民
が
一

丸
と
な
っ
て
目
標
に
向
か

い
生
活
す
る
土
台
が
築
か

れ
た
も
の
と
考
え
る
。

未
来
を
託
す
子
ど
も
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
町
を
受

け
継
が
せ
て
行
く
の
か
、

地
域
・
学
校
・
家
庭
で
そ

れ
ぞ
れ
同
じ
理
解
の
基
に

育
む
べ
き
と
思
う
。
そ
の

た
め
に
も
期
待
さ
れ
る
町

の
子
供
像
を
制
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

ど
ん
な
子
供
達

を
育
て
て
、
将
来

現
在
、
庄
内
米
改
良
協

会
で
決
定
し
て
い
る
農
協

へ
の
種
子
の
提
供
価
格
は
、

情
報
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
協
会
は
町
か
ら
賦

課
金
を
徴
収
し
て
お
り
、

町
長
も
監
事
と
し
て
会
議

に
出
席
す
る
な
ど
公
共
性

の
高
い
組
織
で
あ
る
。

な
ぜ
公
開
さ
れ
な
い
の

か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
農
家
経
営
が
厳

し
い
な
か
、
生
産
者
の
立

場
に
立
っ
た
提
供
価
格
の

適
正
化
は
、
極
め
て
重
要

と
思
う
。
情
報
公
開
は
も

と
よ
り
、
農
家
の
実
情
を

ふ
ま
え
た
価
格
設
定
と
な

る
よ
う
な
協
議
も
必
要
と

考
え
る
。
い
か
が
か
。

歴
史
が
あ
り
今
日
の

庄
内
米
の
基
を
築
い

て
き
た
協
会
で
あ
り
、

種
子
更
新
率

％
を

目
標
と
し
て
き
た
組

織
で
あ
る
。

設
定
価
格
及
び
設

定
の
根
拠
に
つ
い
て

は
公
表
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
情

の
町
の
発
展
を
願
っ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
は
、
町

の
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

子
供
像
の
制
定
に
あ
た
っ

て
は
、
学
校
は
も
と
よ
り
、

町
民
各
層
・
各
方
面
か
ら

も
力
を
借
り
な
が
ら
制
定

し
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
子

供
達
を
育
て
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
、

共
に
目
指
す
子
供
像
を
共

有
し
、
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
子
供
像
に
つ

い
て
は
必
要
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
立
っ
て
今
後
制

定
に
向
け
て
進
め
て
い
き

た
い
。

報
の
公
開
と
い
う
ご
指
摘

も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
、
意
見
反

映
、
あ
る
い
は
議
会
で
話

題
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

を
協
会
の
方
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
協
会

に
つ
い
て
は
、



町長 準備中である

環境基本計画の具現化急げ

富樫 透 議員

町長

町長

月

日
よ
り
実
施
し
た
い

レ
ジ
袋
の
有
料
化

大滝 力 議員

町長

キーワードは住民参加

今度はマイバックもってきてね（ヤマザワ）

ど
う
考
え
る

町長 準備中である

町長

月

日
よ
り
実
施
し
た
い

環境基本計画の具現化急げ

町長

レ
ジ
袋
の
有
料
化どう

考
え
る

町長

町長

町長

こんにちは庄内町議会です

一
昨
年
の
環
境
基
本
条

例
制
定
以
来
、
今
年

月

に
よ
う
や
く
環
境
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
た
。

循
環
型
農
業
の
推
進
、

ゴ
ミ
の
資
源
化
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
、
名
水
を
守

る
運
動
、
環
境
塾
等
が
重

要
施
策
と
な
っ
て
い
る
が
、

具
体
的
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
環
境
白
書
の
提
出

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
計
画
の
実
効
力

を
高
め
る
に
は
、
町
民
と

の
参
画
と
協
働
、
全
庁
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
に
は
、
外
部
審
査

も
含
め
た
環
境
自
治
体
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
、
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

環
境
塾
の

今
年
度
の
具

地
球
環
境
に
配
慮
し
た

地
域
社
会
の
構
築
は
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
ご
み
の
減

量
化
と
二
酸
化
炭
素
及
び

石
油
資
源
の
削
減
に
効
果

の
あ
る
施
策
と
し
て
、
県

内
の
各
市
町
村
で
は
レ
ジ

袋
の
有
料
化
に
よ
る
マ
イ

バ
ッ
ク
持
参
率
の
拡
大
策

を
実
行
し
て
い
る
が
、
本

町
で
の
取
り
組
み
が
見
え

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
意
欲
の
あ

る
事
業
所
や
消
費
者
の
理

解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、

数
多
く
の
手
順
が
あ
る
。

本
町
で
も
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
現
在
参

加
者
を
募
集
す
る
た

め
の
準
備
を
し
て
い

る
。ま

た
、
レ
ジ
袋
の

削
減
の
取
り
組
み
を

本
町
で
も
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、

環
境
塾
の
今
年
度
の

事
業
と
し
て
マ
イ
バ

ッ
ク
の
作
成
等
を
考

え
て
い
る
。

環
境
白
書
の
提
出
に
つ

い
て
は
、
現
在
準
備
中
で

あ
る
が
、
出
来
る
限
り
早

く
作
成
し
公
表
し
た
い
。

環
境
自
治
体
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら

か
の
形
で
外
部
監
査
が
図

ら
れ
る
よ
う
な
体
制
で
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

月

日
に
検

討
会
を
開
催
し
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
、

月

日
ま
で
各
事
業
所
と

確
認
を
し
、

月
中
に
は

協
定
書
を
締
結
す
る
。

そ
の
後
、
町
の
広
報
に

記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、

月
の
は
じ

め
に
配
布
し
て
住
民
に
周

知
を
図
り
た
い
。
そ
の
後

月

日
か
ら
レ
ジ
袋
の

有
料
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

食
品
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
、
消

費
者
団
体
と
確
認
を
し
て

い
る
。

か
が
か
。



町長

被
災
者
の
負
担
を
お
さ
え
た
い

災
害
復
旧
は
町
の
責
任
で

斎藤 健一 議員

町長

町長 市街地排水路対策調査費を計上

ゲリラ豪雨対策はどうする

小松 貞逞 議員

町長

ここまで水があがったなやの・・・・（余目地域）

復旧作業は、急ピッチで

町長

被
災
者
の
負
担
を
お
さ
え
た
い

町長 市街地排水路対策調査費を計上

災
害
復
旧
は
町
の
責
任
で

町長

町長

ゲリラ豪雨対策はどうする

町長

町長

平成 年 月 日号 第 号

月

日

日
に
か

け

ミ
リ
の
記
録
的
な
大

雨
に
よ
り
、
農
地
、
水
路
、

林
道
等
各
方
面
に
甚
大
な

被
害
を
う
け
た
。
こ
の
災

害
を
い
か
に
速
や
か
に
復

旧
さ
せ
る
か
が
政
治
で
あ

る
。一

ヵ
所

万
円
以
上
の

災
害
に
つ
い
て
は
、
国
の

％
程
度
の
補
助
で
災
害

復
旧
を
行
う
こ
と
に
な
る

が
、
国
の
補
助
以
外
の
財

源
負
担
に
つ
い
て
も
大
災

害
と
い
う
状
況
を
考
慮
し
、

全
額
町
の
負
担
で
復
旧
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

万
円
以
下
の
災
害
に
つ

い
て
も
町
の
補
助
を
十
分

に
配
慮
す
べ
き
で
な
い
か
。

一
カ
所

万
円

以
上
の
災
害
に
つ

茶
屋
町
の
コ
ア
ア
ル
ザ

の
十
字
路
か
ら
、
ひ
ま
わ

り
く
ぐ
ロ
ー
ド
の
十
字
路

ま
で
の
間
の
地
域
で
、

程
度
の
屋
内
浸
水
が
あ

っ
た
。
後
始
末
に

日
か
か
る
そ
う
だ
が
、
同

地
域
は
商
店
街
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
そ
の
間
商
売

が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

日
雨
が
や
ん

で
水
量
が
減
っ
た
写
真
を

見
て
も
、
同
地
域
の
道
路

が
低
い
こ
と
は
、
明
ら
か

で
あ
る
。
大
雨
の
た
び
に

必
ず
浸
水
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
我
慢
は
限
界

に
達
し
て
い
る
。

早
急
に
改
善
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

豪
雨
の
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
再
度
こ
の
水
の

流
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

直
し
て
、
ど
こ
か
ら

あ
る
い
は
ど
う
対
応

し
た
ら
よ
い
の
か
、

危
険
カ
所
の
再
点
検

と
、
大
水
の
と
き
に

で
き
る
だ
け
被
害
を

減
ら
す
よ
う
な
水
の

い
て
は
、
国
の
災
害
復
旧

事
業
の
対
象
と
い
う
こ
と

で
町
が
事
業
主
体
と
な
る

こ
と
か
ら
、
町
が
残
り
を

全
額
負
担
し
復
旧
を
行
う

こ
と
と
な
る
。

ま
た
、

万
円
以
下
の

災
害
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

内
部
的
に
色
々
調
整
を
し

て
い
る
。

色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

公
平
性
と
い
う
も
の
が
ど

こ
で
保
て
る
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
自
然

災
害
と
い
う
こ
と
で
、
で

き
る
限
り
負
担
を
低
く
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

流
れ
と
い
う
も
の
も
含
め
、

補
正
予
算
の
な
か
に
そ
の

調
査
費
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

ま
ず
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
で
き
る
限
り
不
安

を
与
え
な
い
こ
と
を
前
提

に
現
在
検
討
し
て
い
る
。

今
回
改
め

て
こ
の
集
中



町長 今後精査したい

文化の森このままでいいのか

池田 勝彦 議員

町長

この状況いつまで続くの

町長

係
を
交
え
て
議
論
重
ね
た
い

手
抜
き
工
事
を
た
だ
す

日下部勇一 議員

町長

工事は、しっかり頼むよ

町長 今後精査したい

文化の森このままでいいのか

町長

町長

町長

係
を
交
え
て
議
論
重
ね
た
い

手
抜
き
工
事
を
た
だ
す

町長

町長

こんにちは庄内町議会です

図
書
館
と
美
術
館
の
建

設
を
前
提
に
土
地
所
有
者

と
の
協
議
が
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
後
緑
地
公
園
と

し
て
整
備
す
る
設
計
が
示

さ
れ
、
議
会
に
土
地
買
収

の
た
め
の
議
案
が
提
案
さ

れ
た
が
、
賛
成
を
得
ら
れ

ず
頓
挫
し
て
い
る
。
こ
れ

を
受
け
て
平
成

年

月

日
に
地
権
者
と
の
話
し

合
い
が
開
か
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
降
音
沙
汰
が
な
い
。

仮

年
の
排
水
対
策
で
あ

り
、
毎
年
冠
水
被
害
が
発

生
し
政
治
災
害
で
あ
る
。

期
工
事
の
実
施
も
含

め
て
検
討
し
地
権
者
へ
の

説
明
責
任
を
早
急
に
果
す

時
期
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

以
前
、
諸

般
の
事
情
に

よ
り
土
地
購
入
を
断

念
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
地
権
者
の
方

々
に
大
変
迷
惑
を
か

け
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し

て
の
必
要
性
、
あ
る

い
は
目
的
を
客
観
的

に
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
先
決
と
考
え
て

い
る
。

こ
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
合
併
前
に
抱
え
、

そ
し
て
合
併
後

年
間
で

解
決
し
よ
う
と
い
う
考
え

で
総
合
計
画
に
載
せ
て
き

た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
そ

の
優
先
度
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
く
か
は
、
今
後

精
査
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
う
。

昭
和

年
建
設
の
狩
川

小
学
校
で
、

年
前
の
施

工
業
者
が
校
舎
南
側
の

梁
を
削
っ
た

問
題
は
、

な
ぜ
、
起
き
た
の
か
原
因

の
解
明
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
施
工
業
者
に

つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

改
造
工
事
業
者
を
通
じ

て
現
場
を
見
て
き
た
が
、

削
っ
た
と
こ
ろ
を
仕
上
げ

剤
で
、

覆
っ
て

か
く

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

手
抜
き
工
事
、
偽
装
建

築
が
大
問
題
に
な
っ
て
い

る
時
に
、
子
ど
も
達
が
多

く
過
す
学
校
で
起
き
た
こ

と
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

設
計
と
設
計
管
理
を
別
々

に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど

う
か
。

当
時
の
打
ち
合

わ
せ
簿
や
検
査
結

果
、
検
査
写
真
等
の
工
事

関
係
書
類
が
残
っ
て
い
な

い
こ
と
と
、
当
時
の
関
係

者
も
多
数
亡
く
な
っ
て
お

り
原
因
は
特
定
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
設
計
管
理
に
つ

い
て
は
、
従
来
で
あ
れ
ば

金
額
的
な
面
や
専
門
性
も

加
味
し
て
同
じ
業
者
と
契

約
し
て
き
た
と
考
え
て
い

る
が
、
提
案
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
手
法
で
も
あ
り
、

今
後
、
管
財
係
、
建
設
課

等
も
交
え
て
議
論
し
て
参

り
た
い
。



南
三
陸
町

議
員
来
町

南
三
陸
町

議
員
来
町

出出発発式式ででのの ココママ出発式での コマ

秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
を
前
に

月

日
、
役

場
駐
車
場
に
て
出
発
式
が

行
わ
れ
、
交
通
安
全
協
会

や
交
通
安
全
母
の
会
の
会

員
ら
が
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
一
件
で
も
減
ら
そ
う

と
、
精
力
的
に
広
報
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
高
齢
者
の
事

故
防
止
を
基
本
に
、
全
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

と
正
し
い
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
の
徹
底
な
ど

項
目
を
重
点
と
し
て
運
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
平
成

年

月

以
降
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
千
日
達
成
の

月

日
、

安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
い
、

さ
ら
な
る
記
録
の
更
新
を

祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、県
内
の

企

ま
た
食
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
事
態
が
起
こ
っ
た
。

汚
染
米
が
不
正
転
売
さ
れ
、

給
食
な
ど
に
歯
止
め
な
く

広
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

メ
ラ
ミ
ン
混
入
の
菓
子
が
、

消
費
さ
れ
て
か
ら
発
見
さ

れ
て
い
る
。問

題
に
端
を
発

し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

食
品
偽
装
、
冷
凍
ギ
ョ
ー

ザ
事
件
な
ど
、
正
に
ど
こ

を
信
用
し
何
を
食
す
れ
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ

て
い
る
。
食
の
安
全
を
考

え
、
食
糧
問
題
や
水
を
含

む
地
球
の
未
来
を
想
像
す

る
時
、
こ
の
ま
ま
で
良
い

筈
は
な
い
。

そ
ん
な
な
か
で
、
地
元

で
穫
れ
た
季
節
の
新
鮮
な

農
畜
産
物
を
食
す
る
と
同

時
に
、
飽
食
や
食
べ
残
し

を
避
け
、
伝
統
食
を
見
直

し
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
な
ど
、
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
、
身
土
不
二
、
地
産

地
消
の
取
り
組
み
、
運
動
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が
静
か
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

自
ら
栽
培
し
、
そ
れ
を

食
卓
に
載
せ
、
野
菜
や
料

理
の
あ
れ
こ
れ
を
話
題
に

す
る
な
ど
、
農
家
以
外
で

も
そ
ん
な
生
活
が
当
り
前

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ド

イ
ツ
で
は
野
菜
の

％
を

家
庭
菜
園
で
作
っ
て
い
る
。

町
で
も
大
平
や
最
上
川
の

河
川
敷
を
利
用
し
て
の
貸

し
農
園
は
あ
る
が
、
今
後

ま
す
ま
す
町
民
農
園
の
開

設
要
望
が
強
ま
る
事
が
予

想
さ
れ
る
。

（
佐
藤
彰
）

発

行

人

議

長

梅
木

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長

小
野

一
晴

副
委
員
長

石
川

武
利

委

員

石
川

保

委

員

佐
藤

彰

委

員

工
藤

範
子

委

員

石
川
惠
美
子

業
総
ぐ
る
み
交
通

事
故
ゼ
ロ
運
動

で
、

年
間
無
事

故
の
事
業
所
が

社
、

年
間
が

社
、
優
良
模
範
事

業
所
が

社
、
そ

れ
ぞ
れ
庄
内
町
で

表
彰
を
受
け
ま
し

た
。そ

れ
に
ひ
き
か

え
、
町
の
公
用
車

に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
お
り
、
議

長
よ
り

今
年
に

入
っ
て
毎
定
例
議

会
の
た
び
に
、
町

職
員
及
び
関
係
者

の
事
故
の
報
告
が

あ
る
の
は
由
々
し

き
事
態
で
あ
る
。

南
三
陸
町
議
員

名
が

議
会
活
性
化
の
視
察
調
査

と
、
友
好
町
と
し
て
議
員

同
士
の
顔
合
せ
も
兼
ね
て

月

日
来
町
さ
れ
ま
し

た
。災

害
協
定
も
結
ん
で
お

り
、
今
後
ま
す
ま
す
交
流

が
盛
ん
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

町
民
に
模
範
を
示
す
べ
き

立
場
の
人
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
心
し
て
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
て
も
ら
い
た

い
。

と
苦
言
が
呈
さ
れ

ま
し
た
。




